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　　　　　　　　　　緒　　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，3－Diaminobenzidium　tetrachloride………　0．3炉

　好中球の鷺予顕微饒による観察は最近さかんに行わ　　　3・8％ZnSOJH20－一………’…’…………　1紹

れて来ている。しかしこれら細lj旗みられる穎繍・っ　N・C・H・0・3H・0－…・…一……”……1炉

いては未だ不明のことが多い。特に人体野中球の頼粒　　　3％H202…………”………’……°…’”………°°O・7紹

に対する矢呪1よ，Ri・・hart（1955）1）1β・・is5（1951｝）　1N－NaOH－…………・…一…・……………1・5，η6

2）5），Watallabe（1957）3），市川（1958）4），　Ca1〕one　　　　2）Acid　P正10鰭Phatase

（1964）・・，B。1。t。n（・966）・・らは嫌告されている　　　（以下A・P・seと謝一）1°

が＿致をみない。　　　　　　　　°・1M　tτis　m・1・at・b・ffe「（PH　5・°）”…’5”6

蜥究の目的は好中球騨の形鰍勺変化を細泡イ瞠　D・W・”…………“…………’°’…”5卿6
的嫡法を用いて電子顕微鏡的峨察し光顕的好　1・25％β『霧1yce・Q1・h。・Phat・噂N・…°……5・6

、搬騨，アズール騨，特殊顯粒の成細E移鹸索　゜・1％1’b（NO・）・’…’…°°’………欄’10・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Alkaline　PllosPhatase
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下AIPaseと配す）1°）11）

　　　　　　　　　材料及び方法　　　　　　　　　　　K・Na　tartrate・’…°………一…一・……’…°…　2ρ

材料は人体触総者47例（急1媚髄融輔22　T「is酬HCl　buffe「（・H　7・6）………’”層’”°4瑠

例，慢性髄性離、病5例一也の舶病2・例），髄　゜・°4M　Na・－phenyl－ph°spl’ate………”瑠

　重23例，貧血16例洪の他1。例，合計96伽人㈱髄　2％MnCI・………・“’”………甲’…瑠

鹸索した．髄噛骸び鵬から穿刺、。より撚　2％M・C1・°”’°’…°……”……’”…’1・召

した．舗脚＿繰光顕融のため塗灘本を徹　゜・1MPb（N°・）2…’……”……’…’2・5躍6

し他蝿顕糠職した。　　　　　　及びAIPase12”3’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．2M　Tris－HCI　buffer（pH　8．5）……………1．‘1紹
　　　（電子顕微鏡用のもの）

採取榊1は1．25％グルタールア、げ・ド，加帽　0・1M融lyce「°pheny1－Ph°s1’hate…”’…2・°η6

。一畷鰍pH7，2，烈セー〃セン燐酸緩衝液　0・015M　MgSO・…………e…°……’2・6η6
pH　7．2，で4・C以下の前固定，1。分，後細肌再び　o・5％L…且citrat・（Pb・（C・H・0・）・3H・0”°4・（彫

新欄固定液で1・鋼定，緩徽pH　7．2で3回讃i一　上諏応液｝烙々7％s・c「°s・で高調化し37°C及

30分間から1麟浄，さらセ。細凱て下諏応湘。浸　び室温にて1～30分の浸灘間を適当に選択した・対

潰した。浸漬後再度上記緩衝液pH　7．2で洗浄し，オ　　　照例は基質を含まない反応液及び反応液を通さないも

スミウム酸，同緩衝液pH　7，2で1時間後障碇をし　のX2勲用いた・

た．以後アル・一ル脱水，エポソ櫻旦しLK．B，　　（光顕用のもの）

。lt，at。m。で糊，クエン灘｝，㈱ウラー、レで電　　1）P・「°xidas・，　M・Ju・kl・筑法14）15）

子染色又礁染色にて鏡検，撮影した。電子顕微鏡　2）A・P・・e潮長正允剛⑩

は日立（HU．11A型）洞（HS．8型）を1鯛した。　　3）AIP・s・潮長n三紙法16）

　　使肌た反応液　　　　　　　　常に光顕と対比し外乍繍観察を行・た・

　1）　Peroxidase8）9）1Φ

20％　Alcoho1・・……・…・‘…………・・…・……・…100π6
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　　　　　　　　　　結　　　果　　　　　　　　　　　　　　　球1生，前’隊髄球i生のものであるQ微糸川構造上で’強い異

　　　〔U　好中球男頂粒の形成　　　　　　　　　　　形1｛Lがみられる。前骨髄球i生のものではi離毘子轡度の

　好ヰ1球の願粒は’｝1・髄芽球ではあまりみられないがIE　　　アズール頼粒が増生し・1｛籔粒の膨化・窒胞化，内容の

常のものでは前骨髄球の段階で出現し，骨髄球，後骨　　　萎縮，内容が1災界膜外へ流1」二1するもの等がみられる。

髄球，桿状核球，分奨核球に著明な分布がみられる。　　　グリコーゲン粒子が細胞辺縁の一部に集族しているも

111粒の発生については多くの穿者（Be3sis（1956）2），　　　のをみることがある。

Watanabe（1957）3），　Ichikawa（1958）4），　Bailltol1　　　活性は核膜の…・部，ゴルジー翌蓬小胞11」側，粗llli小胞

（1966）7））が述べているごとく三1三に前骨髄球，骨髄球　　　体内腔，アズール頼粒，アウエル小体等にみられる。

らのゴルジー体で形成される、訓蛾の様丸1ゴノレジー　フ’距・噸粒の1翻1態度は内糊訓槻則なり1暗がみら

腔で湿積された内容がゴルジー小胞端から分芽して限　　　れ，正常前判’髄球にみられるアズール願糧の活性が辺

界膜にお二われた初期願糧となる。　　　　　　　　　　　緑に強く岡心円状に均質な酒i／k分布を示すのとやエ異

　好il球では初期頼粒の段階で形態的に分1彰〔出来るこ　　　る態度を示すことがある。窒胞化した都分には活性が

とはないが後述のごとく酵素活性からは分類が可能な　　　なく，婆縮したもの・1堤界膜外へ流出したもの等には

岡醒子密度のアズール顯粒と低屯子宿度のll寺殊願糧と　　　活1生がみられる。

に分けられ」：う。前骨髄球，骨髄球で形成される瓢粒　　　　慢性骨i髄｛ゾlill血L病細ll包：∴エでは好ll」」求の’各成熟段

は高電整密度のアズーノレ頼粒に相当するものが多い。　　　階に相【iする細胞がみられる（・つ窯1♪骨髄芽球・前骨

骨髄球，後骨髄球ては低’1巴子1暫度閉）ll寺殊願粒の形1粛が　　　髄球・骨髄1｝k性等で名｛k骨髄性1・ull正病細胞でみられた

みられる。後骨髄球，桿状核球，分粟核球等では高電　　　『「郵1籾の変化がほ父1司様にみられる。

子密度顯粒及び低畿子密度の特殊顎粒が混在してみら　　　　澱性は核膜腔の一・ム部，ゴルジー嚢小胞内側，粗面小

れ，分葉核球では低匿子密度の特殊顧粒の分布比率が　　　胞体内腔，アズール纈粒にみられる。アズール顯粒に

増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おける活性の不均等性は創生骨髄｛｛正三白血病細胞徽ど藩

　成熟した高電『F踏度聡｛1鐡は三1三として球状形でlll径は　　　明で1よない。特殊頼粒には涼舌1生がみられない。

O．3～1．0μ程度である。1層の限界膜にオ5Nわれ，ド」　　　　2）AcPaSe

答｝よ醐電子密度で比1咬的均質である。　　　　　　　　　　骨髄穿球：活伽」；核膜腔の一一部にみられる。他のli1腎

　成熟將殊瓢粒は」求形状から桿状形と多彩蹴形態をみ　　　小器官’（3は活挫がほとんどみら加なし

ることが1．U来る。大きさも長径カミ0・1～1・0！・等であ　　lil∫’胃髄球：灘臆核小体」溺臨核膜腔，ゴルジー一嚢

るDこの瓢粒も1層の限界膜にお工われ，内容はf邸毬　　　小胞，粗面小胞体内腔，糸粒体び）一都（虫として隔稜

子密度である。桿状核球，分粟核球で分布比率の増加　　　（Crista）にそった部分），アズール顧粒等にみられ

がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。アズール懸粒の活憾はゴルジー体からの分芽状態

　　　隠〕好rl球の酵素　　　　　　　　　　　　　で稀にみられる。成熟アズール瓢粒で1よ活1生の強弱の

　　1）PeroxidaSe　　　　　　　　　　　　　　　　　差は個々まちまちであるが，願粒辺縁に強い傾向がみ

　’腎髄i芽球；ほとんど活i生がないが，猷性白1血工病細1泡で　　　られる、、金然活｛生があらわれないものも三又存在する、，

は一部アズール顯粒に活性がみられる。　　　　　　　　　　　骨髄球，後’ll翔適球：活性は核小休周辺のクロマチ

　前骨髄球：ゴルジー嚢小胞内側，粗画4、胞体内腔・　　　ン，核膜腔の一部，ゴルジー嚢小胞内側，中心小1本，

核膜の一部，アズール願粒に活性がみられる。アズー　　　粗面小胞体1ノ組腔”高電子留度身購凱，米熟な特殊穎粒の

ル願粒は一部のものに分芽状態ですでに活性のみられ　　　一部にそれぞれみられる。i剛｛£子密度；臨粒の活｛畳三には

るものがある。成熟アズール願粒では辺縁から内面へ　　　強弱の差iがみられ，全然活性のあらわれないものもみ

と密な活性をみる。　　　　　　　　　　　　　　　　られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　筏

　骨髄球・ゴルジー嚢小月勉内側，粗面小胞例‘内腔，岡　　桿状核球：活性｝骸膜脇ゴルジー嚢内脇i石電子

濯子轡度願粒にそれぞれ活性がみられる。低電子密度　　　轡度顎粒，乗熟な蒋殊願粕の一部等にみられる。高電

の特殊頼粒には活性がない。両種願粒はこの点からも　　　子密度腰粒の活性は他の細胞でみられたように活性の

区別が可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　強弱の差及び活性のあらわれないもの等がみられる。

　後縄髄球，桿状核球，分葉核球1高電子密度願粒に　　　特殊穎粒で活性のみられるものは比較的小型願粒で、

活性がみられるが，その分布比率は低下している。そ　　　願粒内の一漁こ限周した活性としてみられる場合が多

の他諸小器官には活性がみられない。　　　　　　　、　い。糸救体の活性は隔稜（Crista）に接してみられる

　急性骨髄｛生白」丘L病細胞：主にみられる細胞鳳骨髄芽　　　場合が多い。
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　分葉核球：活性は核膜腔，粗面小胞体，一部の特殊　　　胞体，一・部の糸粒体，・一一部の1時殊願粒宍窄にみられる｛，

纈粒，貧喰願粒，一部の高電子密度願粒等にみられ　　　活性のみられる将殊蝦｛粒は球状，がil状，分葉状と多彩

る。高電子密度願粒はまれにみられ，形熊的に空胞　　　な形態な万≒す大型瓢粒で長径が0・4～0・8μ秘度のもの

化，内容の萎縮したもの等をみることが出来る。活性　　　である、，活性は点状，斑状として願粒の限界膜及びiノ」

は比較的弱く活性が全然あらわれないものも存在す　　　容にみられる。この種の甑粒にはAcl，aseの活俄がみ

る。特殊穎粒は未熟願粒から比較的大型のミエリソ構　　　られなかったものである。

造がみられる願粒談で活性がみられる。この頴粒の揚　　　　分藥核球：活｛撫よ核膜腔，ゴルジー獲内腔，粗面小

合も活性は限局性にみられ，又強弱の漁及び活性のな　　　胞召9内腔，…部の糸籾体，一・部の粒殊腎ll｛粒等にみられ

いもの等をみることがある‘、貫喰顎粒にも活性がみら　　　る。活i生がみられる将殊頼粧は翠1、状核球と同様であ

れ，願粒周囲の間質，頼粒内側の辺縁及び内容の調1　　　る，，

等に強くみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急性慨髄偵圓1血Lll嚇剛泡：判’髄甥」長性の活性は核小

　急性骨髄性白血1齢II1胞：骨髄芽球性のもの曾謝k　　体・粗llil小1泡体，一部の剰i立体等にみられるΩ徴細線

は核膜腔，粗面小胞体，糸粒体の一部，稀に未熟な　　　維構造（fil）rillar　formししtiOn），アウ皿ル小体A胸こ活1生

アズール願粒等にみられる。微細線維構造（fibrnlar　　がみられない。前骨髄球性の量舌1生は核小体，核膜腔，

formation）に活性はない。前骨髄球llkのもの鼠活性　　　ゴルジー繊内腔，粗面小胞1イニ内腔，一部の糸粒体、聖に

は核小体周囲，核膜腔，ゴルジー嚢内腔，中心小体，　　みられる。高電子留度のアズール願紋，アゥェル小

粗面小胞体，一・部の糸粒体，アズール瓢糧，アウエル　　　体”微細線郡1構造（fibrmar　forlllatil）の簿に活性1よ

小体等にみられる。アズール願粒の形態が多彩である　　　みられない。

ことは前述の通りである。活性は個々に，より強騒野の差　　　　慢性骨髄性i漁り丙細胞：骨髄芽球・前’細髄球憾の所

がみられる。一般に内容にはほ黛活性がある。微細　　　見は急性慨髄性白血病の場合にみられたものと像父同

線維構造（fibrillar　formation）には活性がみられな　　　様である。骨髄球性では」二言己の1ヨ；か特殊顎粒に活憾が

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みられる。この特殊穎粒はAcPaSe　O）活憐がなかった

　慢性骨髄性白血病細胞：骨髄芽球性，前惜髄球性等　　　大型不整形願粒で，桿状核球，分葉核球等にも同種の

の所見は急性骨髄性白1血病の場脅と大差がない。骨髄　　頼粒がある口しかし骨髄球のものより形態的に異形1！i三

球性のもの貸刮生は核小体周囲，核膜腔，ゴルジー襲　　　が強くなる傾向があるo

内腔，中心小体，粗面小胞体，一部の糸粒体等にみら　　　　　　〔皿口　好中球の顯救

れる。粗面小胞体は拡大したものをよくみるが，この　　　　1）高電子蜜度顯粒（アズール顕織）

内腔に活性をみることがある。高電子密度顯粒はやは　　　i麟毬子密度のアズール顯粒の形成は前述のごとく肥

り活性の強弱が個々においてみられる。特殊頼粒では　　常においては前骨髄球の段階でゴルジー嚢小胞から分

未熟な穎粒にやはり限局的な活性がみられる。微細線　　　穿されて顯粒となるものである。泡性1又は慢性脅髄｛！k

維構造（fibrillar　fornlatlo1⇒に活性はみられない。　　　白1血L病細胞ではしばしばこの米熱な蝦i粒が骨髄芽球で

　　3）A工PaSe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もみられることがある。この願粒を成熟度の観点から

　骨髄芽球：活性は核小体，核膜腔に集族的にみられ　　みれば，形成賜成ゴ｝田，成熟期，消退1り1等に分ける

る。他の諸小器官には著明な活性がみら才しない、，　　　　こと力出来る。

　前骨髄球：活｛生は核小体，核膜腔，ゴルジー瓢内　　　　（形成期）　初期顎粒は：ゴルジー嚢小胞から分芽さ、ll．

腔，粗面小胞体，一部の糸粒体等である。強い活性が　　　た状態で顯粒となり，瀞い1層の限界膜でお蕊われ

みられるのは核小伽粗面小胞体1ノヨ腔である。高駕子　　　る。この時期の内容の躍子密度はあ窪り縄くない。均

密度アズール穎救にはほとんど活性がみられない。原　　　質な基質の中に微細粒予を内包している。形態的には

形質膜に密な沈着像がみられるが，これは活｛ll…がある　　類球形状で直径は約0，05～0。07μのものである。酵

のか，或いは吸着によるものか判然としない。　　　　　　素活性については一部でPeroxklas¢の活性がみられ

　骨髄球，後骨髄球：活｛∠1三は核膜腔，粗面小胞1イ盛内　　　る〔，AcPaSeの活性は薔明ではない、、

腔，一都の糸粒伽一都の特殊穎粒の限界膜及び内　　　（成・長期）穎粧は獅求状形で，直径1よ約α08～O，7μ

容，一部の胞体間質等にみられる。高電子密度願粒に　　　程度のものである。内容の電子密度は中央部から高ま

は活性がみられない。強い活性はやはり粗画小胞体の　　　りを示し，願粒辺縁部とある程度の明暗を示しっふ高

内腔である。　　　　　　　、　　　　　　　　　　，　電子密度部が増火し，緊満性の高電子密度纈粒となっ

　桿状核球；活性は核膜腔，ゴルジー嚢内腔，粗聞小　　　てゆく。PeroxidaSeの活性ほゴノレジー嚢小胞内及び
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分芽の状態からみられるものがあるが，願粒個々によ　　度である。形態的に1よ類球状のものが多いが，やはり

って活｛ぎ1…強弱の差は十分認められるものである。この　　　かなりの多形性をみる。その長さは0．1～0，6μ程度の

期の頼粒ではほ冥金てにPeroxidaSeの活性があら　　　ものが多数を占める。桿状核球，分葉核球等のゴル

われるQAcPaseの活惟は分芽状態ではあまりみられ　　　ジー体以外の細胞質によく分散している。消退期願粒

ず，この期の額粒から活性がみられるようになる。活　　　は限界膜のII巴厘があり，内容は萎縮し．，限界膜と遊離

性は穎粒の辺縁祁が高かく，内部に低い傾向カミみられ　　　がみられ，部分的な堂胞形成等がみられる。大ぎさに

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては成熟蝦螺」ヒとゴく差がないQ

　（成熟期）　この段階では頼粒は種々の形∫溢なとるの　　　　特殊頼粒の酵索活性については形態的にも多少の物

がみられる。瓢粒の直｛釜は0．3～（），8μ程度のものが多　　　共性があるし，AcPaSe　l；性願織IS1型），　AIPase陽性

い∪形態的には緊満1生，球形状のもので内容の眠子樹　　　顯粒（S2勤駐），両酵1素とも陰性珂厘1粒（s3望墜）算にL分け

度が均等なもの，内容の電予密度に濃淡を示し，一一部　　　てみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　i

高1郡予部分に結晶様朴摯造をもっているもの，限界膜と　　　　（S1型）　ごく未熟な獺粒には活｛｛liが，なく，末熟か

内容の間に間隙をf／1ξるもの，穎粒内に空胞を作るも　　　ら成熟に灘る段階の頴粒に活性がみらオし，ほ冥球状の

のミエリン構造をとゐもの，線状層状構造の一部に仲　　　ものが｛多い。直従はfL　1～0，3μ程度である。活性に顯

艮性な示しアウエル小体様になるもの等々多彩であ　　　粒の…部に限局してみられることが争く，個々で活性

る（，将にミ嵩リン構造をとるもので限局1生にAcPaSe　　　の弓虫弱の鑑が：大ヤい、、骨髄球から分葉核球に羅る細II包

活i生が強いものをみることがある、，　　　　　　　　　　に分布している。

　（消退期）願糊熔の婆尉llが…翻1となり，不規貝11な　　（S2型）この顧粒は廻1鰹形態的には刺性形であ

蜜胞を作り消滅してゆくもの，叉これ等の一部に限界　　　るQ成熟から消退期穎堆立に活悔が多い。滑ゼkは限界

膜外へ流出して，胞体内の艶胞へ注入したり，又胞体　　　膜，内容撫こみられる。桿状核球，分葉核球に多い。

内へ嵐接流出し，あるものは灘上1後低電子襟度の願1窺　　　　（S3型）成熟した顎粒で，両酵講（AcPase，　A玉

に移行を思わせる像をみることがある。これ等と形態　　　Pase）の活性がみられないものがある。纈粒の形態は

l／l勺ならびに酵素活性の態度が類11ユした頴粗が骨髄球か　　　桿状を示すことが特微的で，大きさも多彩である。こ

ら分葉核球においても分布がしばしばみられる。　　　　　れ以外に球形状の顯粒もみられ，活燃を示す穎粒と形

　　2）特殊頼粒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態的に区捌1力弍つかない」易合もしばしばみられる〔，

　特殊顎粒はアズール顯粒と比較してその電子糖度　　　　　　〔W〕　白i血u丙細胞における瓢糧

が低いこと，畏さもや鼠小型の傾向があり，成熟願剰‘　　　　1）アズール穎粒

で0，1～07μ程度のものが多数を占める。この頼粒は　　　　急性骨髄｛生白血病群（AML），慢｛蓬k骨髄性胤血病群

Peroxidaseの活性がない点で高電子密度アズール顯　　　（CML），⇒1泊血病群（Contro1Nこ分けて各群の前骨

粒と区別出来る。特殊願粒の形成がみられる主な細胞　　髄」求を主体にアズール願粒の大きさ（畏径）を計測し

は骨髄球，後骨髄球であり，桿状核球，分葉核球で著　　　て比蔵してみるとf噛1のごとく分頃了曲線が得られ

明な分布がみられる。形成様式はアズール願粒が前骨　　　る。

髄球，骨髄球等でみられたものと同様で，ゴルジー嚢　　　αmtr（，1におけるク揃1は長径が0．3μと〔L8μにピー

小胞から分芽されて纈粒になるものである。前述のこ　　　クをもつ2相性がみられ，分布の幅は04～LOμまで

とく人の場合，アズール穎粒の移行するものをみるこ　　　Xある。

とがある。形態的に特殊顯粒は限界｝i莫にお鼠われ，類　　　　GMLでは長径が0・4μに1つのはっきりしたピーが

球状のものが多いが不規則な形態を示すこともしぽし　　みられ，0・7μを低値に梅び増加の傾尚があり，2相姓

ばみられる。このことはアズール穎粒がおムむね球形　　　近似の形を示す。分布の幅は0・1～1・2μでや工伸長す

状をしている点と差がみられる。顯粒の威熟にっいて　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・

みれば未　ll獺粒は低E子宿度の内容舳ち稀薄醜質　　AMLで1康働～0・3’・をピークとする完全な1柑性

ll・に微細な粒子を包含し，鞍度な綾をみる。形態的に　　　がみられ，分布の1111、1も〔》・1～1・5μとさらに伸長され

は類球形が多いが，かなり多彩な形態がある。限界膜　　　る。

はアズール穎粒の膜より薄い傾向をみる。この未熟顯　　　　つまり白血病でほ顎粒のばらつきがCO庶rolよりも

粒の分布は骨髄球から分葉核球に冤る細胞のゴルジー　　著明で・AMLが最も強い不揃性を示すものである。

体近辺に分布している。成熟頼粒は限界膜に接して内　　　　酵素活性の繊現率についてみれぽf塘2のごとくで

容が充満し，微細粒子は比較的均等で，内容の綾は軽　　　ある。
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（％）　　　　　　　　　　　　AMLでは。・15～0・2！・にピー”～みら・｝L・凋眠シ腋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な1相性である‘聾分布の幅け：0．0郭～（｝．：15μ烈li度であ

5D

ユ〔〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白血病では持舛こ願粒のば曙，つきが少なく，アズ…ル

　　　（A隔　　　　　　　　願概逆嚇il果がll｝られ・AML　CML，乏小伽琳
　　　ロ　　　へ
　　　1　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殊瓢粒（S1型，＄3量llDが争く分布してい鵜，　C轍1tr｛ll
　　　ロ　　　　ぢ

　　　1、　　　　　　で畑㈱二細・為s鴫S蹴珈え’ごs2物
　　　1　！て、c恥τL　　　　　　　　　　　　　　分布がある。

　　　1ハ1　　　　　　　ぴ，
　　　1　／11

　　　1M
　　　｝1　・l

　　l／　§　　　　　　　　　　　，。　A鵬

ノ1：：ミ述1＿　鶉…

幽・…　　　　　　　　　　．。　（刃　　　　　日　1

’191°A蝌P岩es　　　lll
　　　　　l
　　　　　　Peroxidase　　AcPase　　AIPase

　　　　　」
AML　　　　94，1　　　37．3　　　0

CML　　　　98．6　　　25．5　　　0
Control　　　　　　　96。3　　　　　　　21．5　　　「　　　　O

f‘・・ @㎞喉押㎞　　　刊跡3　Sp膿講ll野

P恩，。xid。，。について1よAML　94，、％，　CML　98．6　特騰雅との麟灘の畷撤棟｝撫4・・姐

％C・n・・。196．3％と雌がみられずほとんど，癩　である・

榔灘がある。A・P・・e｝・つし・てはAML　376％，　Pe「7xidaseについて‘よ・‘1撚轍齢く各概｛，

CML　25，5％C。n、，。121．5％の順である．　AIP、，dこ　灘がみられない・A・P・・eはS1・蝋糠みられ・

ついては全く融がみら漁い．・れは舗とも嫡　A四よ122％CML服％，　C。…。1・脚％・・
している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順に減少がみられる。A夏PaSeはS2魏擢1粒にみられ・

形態的にみれば，AML澱も多彩である．特剛　AMLは411％CML壱よ3・7％・C・m・・。里は嗣ヌ5と

退期騨鯛現湘立ち訥容の萎縮窒胞化及硝　な蜘ω「母髄で繍嚇低ド泌ら才・る・
騰をみる・と・・ある。CM・、。も。れ等。変化力・み　。形鮒こは舶り醐II包での鰍繍・・S・鵬妙

られるが出榊鷹下の髄である。　　　がある・

　　2）特殊穎粒

　AML　CML　Control，各群の骨髄球にあらわれる

特殊穎粒の大きさ（長径）を計測してみるとfi8，3の

ごとく分布曲線が得られる。

　Controlにおける分布は02μと0・6μにピークを・持

AML　　　　　O　　　　12．2　　　・i．5

CML　　　　O　　　・7．6　　　3，7
Contro1　　　　　　　　0　　　　　　　　　　5．0　　　　　　14，4

っ2相性がみられる。分布の111冨は0．1～0．8μ程度であ　　　　flg・4．　　　Specif三c　gra：H巨1¢s

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0ノ／o）

　CMLでは0．3μにピークがみられ1相｛生となる。分

布の幅は0・1～α6μ程度である。
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　　　　　　　　　考按　　　　きさも成熟期のものよりや蕊小盈堕の傾向がある。成熟
　　　D頼粒形成の機序　　　　　　　　　　　　　　　期幹こ灘れば内容の躍子密度は限界膜に接した部分まで

　好中球には多くの学者が述べているごとく2）3）4）7）高　　　高まり，：｝δ玉むね均質な高IE子密度の内容が充満した

電子留度顎粒と低鷺子密度穎粒がみられる17）18）。人の　　　球状形となる，，成熟期から消退期にかけては色々な変

好rl・r球の顯粒は鷹廼｛的に骨髄芽球にはほとんどみられ　　　化がみられ，一部は窒胞化，内容の萎縮，又一部では

ないが，肖1血L病細胞でほし1どしばil縄子密度アズール　　　ミエリン構造をとるもの，さらに線状層桝1随をとり

職紋が出現する19）2の。アズール顎粒が形成されるのは　　　なカミら仲長性を示しアウエル小体へ移行してゆくも

三1三に前骨髄球及び’1’1・髄球である20）2DQこの初1り耀1粒は　　　の等があると考えられる2B）29）、，白1血1病糸醐包でIJ；願粒の

前竹髄球及び骨1趨求のゴルジー小1泡から分芽されて形　　　大小不整があり・AMI・では長さも0・1～1・2μとlllll｛広

成されるものであるの。BaintOll7）らによればアズ～ル　　　い分布がみられる。しかし分布曲線からみて長さ0．3

顯粒はゴルジー体の凹醐側で形成されると云われるが　　　～〔｝・4μ程度の穎粒が非常に多い。CMLをも含めて微

人の前骨髄球におけるアズール穎粒の形成にはこのよ　　　細構造上では内容の空胞化したもの，萎縮したものが

うに判然とした結果は得られないようである．商電子　　　’ρくアズール頼粒の変化は強い。酵素活性ではアズー

糖度のアズール瓢粒ほ類球形で1層の限界膜におエわ　　　ル頼粒1よPeroxidaseが最も強くほとんどのものに活

れ，拠r‘）xidaS◎，　AcPaseの活性がみられる　Fed。rko　　性がみられ，初期1顧紘からあらわれる，、又AcPaseの

畑らのH隷一Lysineを用いた観察によれば筆兎骨愉血球　　　活性もかなりみられ，頼粒の隈界111：に接した辺縁仙こ

でHa－Lysineは糧il竃i小胞体からゴルジー体へ移動　　　強く，中火働ミ粗になる傾向がある。アズール顯粒の

し，次いで頼粒に入ることが判っている、，人の場合も　　AcPa3e出現率はAMLが最も高く，CML，　CQlltro玉

初期顯粒の内容はまつこの機序に従うものと考えられ　　　の順に低下してゆく。このことからアズール顯粒は

る。成熟段階でも粗面小胞体との接触があり，その他　　　1ysosome系の頼糧で白血病でAcPaseの活1｛liが多く

間質からも内容の提供が推定禺来る。一方このアズー　　　なることが認められる3伽1）32〕。アズール顯粒ではAl

ル願粒は人の前骨髄球及び帽髄球で形成され，後臨髄　　Paseの活性力えAML　CML・Contr。1各群ともみら

球以後では形成像が見当らなくなって来るo）。桿状核　　　れなかった。これ等酵索の動態を考えるにPeroxidase

球や分薬核球でみられる高電子密度の頼糧；L中樽頼粒　　　は前骨髄球及び骨髄球の核膜腔，粗面小胞体からゴル

であるとするむきもある25）。しかしこれ等成熟球に　　ジー小胞で膿縮されて頼粒払二移行すゐものと推定さ

みられる高蹴子轡度の馴1鉱にはPeroxidaSe及びAc　　れ31），　Watos‘）n3臼）らに」二ると蛋白禽成の場である小

Paseの活性がみられ，又形態的にもアズール顎粒と　　　胞体と核膜カミ発生的に同起源であると訟うこととも一

類似している。全て成熟球における高璽子密度顯粒が　　　致して考えられる。叉AcPaseは核色質結節部，核膜

lll隷顯粒であるか否かはさらに詳細な検索を得たねば　　　腔，粗面小胞体からゴルジー小胞で膿縮されやはり順

結論出来ない。一一・方特殊穎粒は骨髄球以後の細胞で形　　　粒へ移行しているものと推定肉来る。穎救によりAc

成される7）。形成機序はアズール願粒とほ到司様に骨　　　1）ase活性の強弱及び有無がみられる点は，穎粒内で

髄球以後の細胞のゴルジー小胞から分芽されて頼粒と　　　酵素が不活化して貯留されることも考えられる10）。一

なる。人におけるこれ等の瓢粒は低電子密度で，形態　　　部でアズール顎粒の限界膜が破オL，内容が流幽するも

は多彩である。骨髄球，後骨髄球では三i三に球状4、型の　　　のを認めたがこの内容にもPeroxidase，　AcPas巳の活

低電子密度願粒の形成カミみられる。AcPaseの活性が　　　｛kがみられ，又貧喰液胞内へ1￥i犠内容が注入される，轄

あるものをS1型願粒とし，　AIPaseの活性があるも　　からもlysosomeとして貯留願粒（Strage　granules）

のをS2型穎粒，　AcPase，　AIPaseともに活性がみら　　　の性格を有しているものと考えられる34）35）36）。白血病

れないものをS3型顯粒とすると桿状核球，分葉核球　　　では細胞の腫瘍化により分裂能及びそれにともなう新

では大型低毬子密度で形態が多彩なS2型と檸状不整　　陳代1誘1が高まるごとが予想され37），これにつれてアズ

形のS3型が多くみられる，，　　　　　　　　　　　　　一ル頼粒の貯留物質の消費も1冒」まり1願粒の変化を促

　　　2）頼粒形態と酵素活i生　　　　　　　　　　　　進するものと考えられる。

　　高畿子密度アズール順紋　　　　　　　　　　　　　　　　　特殊顎粒

　アズール願粒は前骨髄球のゴルジー小胞から分芽後　　　　低電子密度でPeroxidase陰性の顯粒が骨髄球以後

高電子密度の顯粒となるが，内容の毬子密度は中央部　　　の細胞にみられる。これ等は高電子密度アズール穎粒

から高まり，限界膜に接した部では内容の微細粒子の　　　とは別種の纈粒と考えられる18）24）26）。形態的には多彩

分布は粗である。この段階は顯粒の成長期であり，大　 で，酵素活性の点からも多少異種の願粒の混在がうか
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　　　　　　　　　　　臨蓋

　　　　籍麟　磯嚇
PhagQ．　　　　　　曲・羅餐

ユysosome

　　　　紳噛舗＆蜜，　　　　　　　　曙

　　　　　　　　　　　　，、

　　　　　　　　’・、　　　　　　　Auer－t）ody　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　難　灘

滋謙1齢　　1勤灘三i｛議
　　　　　　　　　　　　　　　Ly8080me

　　　　　　　　（Pr加ary）　　　　　　　（SeGoudary）

　　　　fl9・5，

父われる・これ等の顧粒は起源的に異種であると云う　　　態度もアズール顎粒と異り限局性の活性が特徴的であ

所見は得られない。細胞の時期的な相違によって異性　　　る。このことより人の場合，特殊願粒もIySosomeに

質化される可能性が大きい。特殊穎粒を分泌産物とす　　　相当するものがあると云える。桿状核球，分葉核球で

る見解もあるが22），骨髄球及び後骨髄球では類球形小　　　は低電子密度，やム大泓多形性がみられる特殊穎粒

型柵騨（S1型）にA・P・・e活｛生がみられ，活性　（S2型）がみられる．・のS2粥i撫AlP。，醐1｛L
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で，AcPaSe傑kのものである・B・i・t。n22）ら1嫁兎　・．1－・心小体　　　．1．

における骨髄球味熟特列こ騨‘にAIP…の灘腋み　糸粒体　　　　＋　　＋
ているが，人の場合，順粒の大きさ及び形態から考え　　　リボゾーノ、　　　　　　　＋　　　　＋

てむしろ成熟特殊頼粒にAIP∈しseの活性がみられる。　　　貧喰液胞　　　　　　　　十

S1型とS2籔聖椿殊膠引’1‘では願来立ヲ砂1渉ζのうえで別の起源　　　　　｝j包　　　　　体　　　　　　　　　　　　十

総繊難徽と謂1膿1諮癬臨∴可1…一「7…｝一…
AIPaSeともに陰性の顧粒（S3－型）がみられるが酵素　　　アウエル小体　　　十　　　　　十

の不活化によるものか，非常に弱い活性が1碇操1乍で　q剛瀬ll・b

破腱れたものか，その本態｝よ利jであるが，形態1’1勺　　S1，「　　　　　＋

に桿状で洲雌騨ウ。は徹して融がみられな　　s2！　1　　　　　　”ト
い．Al・、、，の鰍。ついて職小体，鵬鮒fl　，　S罎

核模脇粗面小胞体から・1“ルジー小胞，懸徽と概サさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　語
れるものと推定される。広義のlysosonleにはAc
I・a・，灘のゴルジー小1】包，餓液胞，貯留騨，多　酬球の職糖灘「1勺及び酵編伽痴力、襯鮒

酬嗣撒リ〃一、、（Cyl。ly、。m。），　ll隙疫胞，残　れば，1　〔粒彫鰍H・t…9…ityカ～・’獅ら泌・1　1ち

触㈹移くの儲輪まれている……のうち　・ギ石劇・鰻轍では塀量球の以…ル欄：誠・開脚・
物質消化に関係なくAcPaSeや他のlys（，s‘，me糸酵索　　　あらわれる中殉蝦i粒があり’又低電ゴ留度4寺殊顯料で

の活1生があるものを1次リ〃一ム（P，im、，y　ly，。．　1よA・P・s。陽11kのS1型・AIP・s・1；雛1のS2型，　i1　j酵

SOme）と云い，これに対し酵素が1／i用するための塾　　索とも陰性のS3型等力竃みられる。

質もあり，消化作用を行っているものを2次リゾゾー　　　PerQxidaSe陽性顎粒はアズ随ル頼粒及び中毒顯粒

ム（Secondary　lysosome）と分ける説がある40MD。　　　である。成熟球にみられる高電子密度願粒が魚てrll源

この労えからすれば高電子密度アズール粒穎は貯留顯　　　懸1粒か否かは不明である・

粒でP，ima，y　ly，。s。、、eである・・）。　S1型糊纈ll血は　A・P…陽｛甥i粒I」フズール騨・ll1劇罪！鰍びS1

蝕，？靴鮒うS，、。。d、，y　ly、。s。m，であろうQ　鞠殊騨である・融等はiy・。・・m・碗嚇・入る

アズール顎粒からS1型特殊穎粒へ移背する像が多数　　　ものである。

みられない点からしてA。P。、，をよアズー・噸粒から細　岬・…棚蠣撚S2型糊ヒ頼粒である・この穎

胞質へ放出され，S1型特殊顎粒へ吸収されることが　　　粒は成熟球で多くみられ，白J血病細胞では少ない。

考えられる。これはAcPase活性態度がアズール顎粒　　　　3酵素とも陰性の穎粒はS3型特殊穎粒である。こ

で比較的びまん性な融を示すのに対しS1型桝　れ購素力吹除しているのか双は弱し’活性が1碇操

穎粒が限局性な活性を1侠ることからも推定される。　　　1ノドで破壊されたものかは不明である。

AiPase灘1三の至適P正Rこっいて，反応液のpH　l雌　　雛の大きさによる分布lill線をみると・アズー・噸

要な要素でPH　9．0～9，8が酵素1乍用について最も適当　　　粒及び特殊穎紋とも白血病群1よ1相性な示すのに対

である・9）．しかしこのpHで雌1ゆ沈蒋が強も蝋　 し非白」舗禰2相性である・

現象と灘1の欄ll蝋があり，　PH　7，6のものと対比し　燃酬生の麟率では・A・P・・eはアズー噸粒，特

つつ検索したものである。　　　　　　　　　　　　　　殊頼粒とも白血捕群が非白1ω齪1羊より高い・AIPase

　　　3）好1隙でみら泌酉欄甜　　　　 1塒耀1榔おいて白血病オ綱ド舶病群より低い・

骨髄芽球から頒嚇にみらオ、る糊包1肋小糊と　3鱗靴も陰｛物s3鞠列繍では離病及び非
醐灘を一覧すると娘のごとくである。　　　離辮において大差カミない・

　　　　　　　Peroxidase　AcPaSe　　AIPaSe　　　　稿を終るにのぞみ・御指灘と御校閲を賜った河倉博

＿＿＿＿＿．．＿．＿＿
@．．＿＿一一一＿．＿＿＿．．．＿一．．．＿一＿．＿＿　　　正教授，終始御助欝と御指導を頂いた淺野正英助教授

核　小　体　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　に深く謝意を畿するとともに，材料提供に御協力を頂
核色質結節　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　いた信大小児科（赤羽太郎教授），小田内科（小田正

蓮膜腔・＿上．＋　轡搬礁灘，撤融徴鏡学会備
粗面小胞体　　十　　　　十　　　　十　　　1970）において発炎した。
ゴルジー小胞　　　＋　　　　　＋　　　　　＋



108－（986）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ‘：主　llllll　L冠　匹謎二　　！／｛’∫三8・と聾

文献　　　　
Hist‘｝ch¢miU　11：88，1967・

1）Rillehart，　J．　F．：Electron　microscopic　studies　　13）小川和朗・斉藤鼻久馬・溝1裡f寛・馬殿原装1：高

　　　of　sectioned　white　b玉ood　cells　a！ul　platele亡s　　　　　アルカリ｛生pH侮〔」戒に：｝3シナる諸種フご4・スツ，・タ…－

　　　with　observation　on　tlle　derivation　of　specific　　　　ゼ漏性検l／L1のためのク晶ン酸鉛法，角1陪11学会誌p

　　　granules　from　mitocllolldria，　Amer．　J，　Clh1．　　　　　　42：4｛：）・1967・

　　　Path，25：605，1955．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員．）McJしmkin・　1へ　A・：A　bellzidille・’－Pりlychガ｛川脚

2）Besiss，　M．：Tlle葺ranulocyけc　se1・ise，　Cyωi｛，解y　　　　　stain　f〔．｝r　hl‘κ〕（L　J・Am¢1㍉me｛’i・As呂・74：17・

　　　of　the　blood　and　blood　forluing　organs．　P、373，　　　　　　　　192〔｝・

　　　1956，Grulle＆Stratton．　New　York　　　　　　　　　15）河．含　忠：ペルォ、、・シダ＿一．ビ（・．、1・、1・．シ．ダ＿，，k）反

3）Watallabe，　Y．：Observatkm　of　wllite　blo〔｝d　　　　応、1睡盛床病理，臨時∫暫‘1：ll特集，13：37歴1gl．；7、

　　　cells　with　elect・・。n　lllicr｛〕scopy．　J、　E1¢ctr〔♪n・　1をi：）朝」・乏iE允：由1血球ボスフ，・タ…・1｛染色，1割イξlll｛

　　　M1croscopy．5：46，1957，　　　　　　　　　　　　　　理，臨時・増刊斗寺集、13：41，1967。

4）市川康夫：マウス好「1・1球細胞（jl三常及び肉lnl病）　　　17）渡辺（陽）：1血1球の電子顕微鏡的観零鷲，　l　l　l血L会誌，

　　　の願粒形成過程の電顕的．観察（．＿．利ψ）職粒発坐　　　　19：327，　ll〕56．

　　　像），日，lllL会誌，21：885，1958、　　　　　　　　　18）渡辺（陽．）：1丘L液1造1丘L器，・ll11子顕微鏡1、：L　J：～1，1111

5）Besiss，　M．　and　Thiery，　J，　P，：Electrl川micr‘，・．・　　　　胞組織図譜，1：pl｝．掘…li．｝5，医学r樽院，旦1掠．

　　　6copy　of　human　wl．且ite　blood　cells　Imd　theh’　　　19）石」卜：鴻1・一・．・土邦・浅野」ll英・赤羽木郎：、lflL：1求ぴ）屑！1顯

　　　stenl　cells，　Int，　Rov．　CytoL　12：．199，　1961．　　　　　　　　　．1象，　fi．窪少H眠iL：苫，　12；1，　1963，

6）CapQne，　R．　J”Weinreb，　E、　L　a1、d　Chapman，　　20）Asan（｝，　M．　ancl　KawahILrε1．，　L：1、JRrI111｝icrl漏cupic

　　　G．B。：．Electron　microscope　sしudies　oユ1110rmξ11　　　　　charact妃ri3tics　of　bone　marr（，w　¢o口s　in

　　　human　myeloid　elements・13100d・23：3003　　　　　　human　cllr‘）nic　my¢101d　leukαni磯．　Med，」，

　　　1964．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　Shillshu　Univ，13：103，19㈱．

7）Bainton，　D・F・aud　Far（1uher，　M　G・：Origil1　　21）Wetzd，　B・K，Hom，　R．　G．｛．md　SpiG蟹1・，＄，　S，；

　　　of　granules　in　polymorphQlulclear　1凱1kocytes，　　　　　　．　Fine．structural　stud…es　りn　tht」｛．1軋，v¢1｛，1峨憩夏1【

　　　Two　types．derived　from　oPP‘，site　face　of　the　　　　　of　hd・er〔｝Phil，¢〈♪sin‘，1．｝11ihuld　1）ε瓦soPhi1慕r忌uRい

　　　901gi　comple》早　in　developin9　9ralmlocytes・　　　　　　　1｛，cytes　in　rabbits．　Lab．　Inve瓢，16：3：19景1釧モ7，

　　　J・．Cell　BioL　28；277，1966・　　　　　　　　　　　　　　　　22）13aintQn，　r）、　F．　and　Farqul夏ar，ヨ〉！．　G，：D¢ff聾re、．．

8）Graham，　R・C・．Jr・and　Karnovsky・M・J・二　　　　nces　in　enzymeα川tenし｛⊃fξ、zuroPhihlr墓d

　　　The　early　stages　of　absorption　6f　hljected　　　　　specific霧ranules　of　P（｝1ymorPhu聴uclし｝ξ1r　leu・．．・

　　　horseradish　．peroxidase　in　the　proxhllal　tu－　　　　　　　　kocytes．　II。　Cytocll¢mistry　a1．1cl　d¢ctr（m　　nli．・・

　　　b口1es　of　mouse　kldpey：U1しrastructura1ρy－　　　　　cro5copy　‘，f　the　bon¢marrQw　coll8．」．　C妊11

　　　tochemlstry　by　new　technique．　J．　Histochen1，　　　．Bio1．39：299，1968，

　　　Cytochem．14：291，1966．　　　　　　　　　　　　23）Fedorko，　M。　E．乙md　Hh’511，　J．（｝：じy1叩las蓄11kl

9）Kaplow，　L・S・：．SinlPlified　myeloperoxidase　　　　　granules　fo頭matiou　hu．n｝・¢locy聴s‘息犀．Klζ感eい

．　．＄taill　using　be：1多idine　dehydr（，chloride・Blood・　　　　　　tron　microscope　radi｛，auto慕raphic　stu《董y　‘m

　　　2β；215・．1965・　　　　．　．　　th・1n・cha・ism。f　f。・m・ti・・。f・yt・・pl・ml，

10）山田英智・山申亮子：血球の微細構造とその分　　　　獣anules　in　rabbit　lleteroPhll　myelocyt蝋，　J，

　　　化，．日血．会誌，29：530，1966・　　　　　　　　　　　　　CeIl　Bio1．29；307，1966．

11）M61bert，　E．　R．　G．：The　demonstration　Qf　　　24）Wetzel，　B．　Kり狂Qm，　R，　G　anl．1　Spl¢e1・，　S，　S．：

　　　・1k・1in・ph・rPh・t・・e．i・th・・lect・。・1ni…－　　Cyt・・h・mi・・11・c・ll痴1・。f　11・川一，P、ld恥

　　　scope・J・．Biophys・．Biochen1・．CytoL　7：387・　　　　　PhosP置latase三竃ctiv置ty　hl　rabbit　mv娃里‘，i慰l　e豊しケ．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リセ

　　　1960・．．．　　　　　　　　　　m・・t・・J・Hi・t。・h・m．　Cyt。d1，m．11・蹴196：1，

】2）Mayahara，　HりHira置10・H・，　Saito，　T・and　O9‘L－　　25）McCall，　C．　E．：LysΩs（mah聖11d　ul吐r蓑戚ru¢tur‘真l

　　　wa・K・：The　new　lead・it・at琴m・th。d　fbr　　ch・・g・・i・h・m・・”T…i・〃・，・t・。1州，　d。d、藍

　　　the　ult「acyt°chemical　d・m・n・t・ati。・Qf・ひ　　b・・t・r・l　i・f・・ti。・．　J．・・P．　M，d．　i29、．2β？，

　　　tivity　of　non－specific　alkaline　phosphatase，　　　　　　　　19β9，



第5号　　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109－（987）

26）伊藤　享；骨髄性白血病の電子顕1敷鏡的観察，ウ　　　　　disease　of　childlloo〔L　J、　Clin，　Invest．46；668，

　　　イルス感染を思わせる像，日血会誌　21：631，　　　　1967・

　　　1958，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）Tewari，　H．　B．　and　Bourne，　G，　H，：Hi5to－

27）Wetzel，　B．　K，　Spicer，　S．　S，　and　Horn，　R．　G．：　　　　chemical　evidence．of　metabolic　cycles　in

　　　Fine　structural　localization　of　acid　and　alkεい　　　　　　　　spinnal　ganglions　cells　of　rat．」，】E【istochem・

　　　1ine　phosphatase　in　cells　of　rabbit　blood　and　　　　　Cytochem，10：42，1962．

　　　bone　marrow，　J，　H｛stochem，　Cytochem．15：　　　39）小川和朗：電子顕微鏡的細胞化学，醇素組織化

　　　311，1967，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学，pp。471－496，1958，朝倉轡店，東京．

28）Asano，　M，：The　use　of　electroll　microscopy　　40）de　Duve，　C。：From　cytases　to　lysosonle．　Fed．

　　　iu　the　diagnosis．and　decisiQn　oll　the　thera－　　　　　　　　Proc・23：1045，1964・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　peutic　effect　on　acute　myeloid　leukemia・　　　41）Novikoff，　A．　B，，　Essner，　E．　and　Quintena，

　　　6th．　Internationa1　Congress　f。r　Electron　mi－　　　N・：G。lgi　aPparatus　an‘l　Iys。somes・Fed・

　　　croscopyp　Kyoto，　Japan，1966．　Ueda，　R・Edト　　　　　　P1’oc・23：1010，1964・

　　　tor，　Vo1．2．，　pp．711－712，　Mar脇en，　Tokyo，　　　42）Eliott，　A、　M．：Primary　lysosomes　il、　Tetra－

29）Kondo，　K，　Yoshitake，　J．　and　Takenlura，　K，：　　　　　hymena　pyriformis．　Science，149：640，1965，

　　　The　fine　structure　o£Auer－bodies，　J．　Elec－

　　　tron　Microscopy．15：237，1966・

30）de　Duve，　C，，　Pressman，　B．　C．，　Geaneヒto，　R・，　　　　　　　　　　　　　　　（昭和‘些4年12月15日受付）

　　　Wattiaux，　R。　and　ApPelmans，　R：Tissue　　　　　　　　　　’

　　　fraction　studies（W）Intracellular　distribution

　　　patヒerns　of　enzymes　in　rat－liver　tlssue・

　　　Biochem，　J，60：604，1955．

31）Novikoff，　A．　B，：Electron　microscopy　of

　　　　lysosome－rich　fractions　from　rat　Iiver．」．

　　　Biophy5．　Biochem．　CytoL　2：179・1956・

32）小川和朗：リゾゾーム（ライソゾーム）の組織

　　　　細胞化学，特に疾病との関連にっいて，診療，

　　　　21　：40，　1968，

33）Watoson，　M．　L：The　nuclear　envelope，　Its

　　　　structure　and　relation　to　cytoPlasmic　mem－

　　　　branes．　J，　Biophys．、Biochem．　Cyto1．1：257，

　　　　1955，

34）Weissman，　G．：Lysosomes．　New　Eng1，　J．　Med．

　　　　273　：1084，　1965．

35）HQrn，　R。　G。　Spicer，　S．　S．　and　Wetze1，　B．　K；

　　　　Phagocytosis　of　bacteria　by　heterophil　let1－

　　　　kocytes，　Acid　and　alkaline　phosphatase　cyto－

　　　　chemistry．　Amer．」．　Path・45：327，1964・

36）Zucker－Franklin，　D．　and　Hirsch，　J．　G。：Elec－

　　　　tron　microscope　studies　oll　the　degranulation

　　　　of　rabbit　peritoneal　leukocytes　during　phagQ…

　　　　cytosis。　J，　exp・Med・120：569，1964・

37）Quie，　P，　G．，　White，　J．　G，，　Holmes，　B。　and

　　　　Good，　R．　A．：In　vitro　bacterial　capacity　of

　　　　human　polymorphonuglear　leucocytes；dlmi－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　nished　activity　in　chronic　granulomatous



110－（988）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第18巻

（写真1）　ゴルジー小胞，アズール初期穎粒（分　　　　　（写真2）　成長期成熟期アズール穎粒にper一

　芽状態）からPeroxidase陽性，　AML　前骨　　　　　oxidase陽性，　Peroxidaseは穎粒辺縁から中
　髄球，x48・000　　　　　　　　　　　　　　　　央部へと電子密度を増す，　CML，前骨髄球，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×50，000

・…
撃秩@ @　醗毒、　　　　．　、，ドい　翌、

（写真3）消退期アズール願粒，内容の萎縮空　　　　　（写真4）高電子密度のアズール頼粒と低電子
　胞化がみられ，穎粒内容にPeroxidase陽性，　　　　　　密度の特殊穎粒がみられる。アズール顎粒の内

AML前骨髄球，×41，000　　　　　　　　　　　　　容が空胞へ流入している。　Control，骨髄球，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×48，000
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（写真5）AcPaseは核小体周囲，アスール穎粒　　　　　（写真6）　コルシー小胞，アスール願粒，特殊穎

に陽性，CML骨髄球，×29，000　　　　　　　　　　　粒にAcPase陽性，　Control，骨髄球，×32，000

（写真7）　アスール頼粒に微細な点状としてAc　　　　（写真8）　ミエリン構造を取る穎粒及び特殊穎粒

Pase陽性，　CML，骨髄球，×40，000　　　　　　　　　にAcPase陽性，　Contro1，骨髄球，×21，400
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・　轡　　　　　　　　　　　勧　　　　　　　　駆　・　罵

窃　　餐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　’　　　　　モ　　　　轍
ギr　　　　　　　　　　　　諺恥　　　　．．鯉　　　窺　’　・　　‘

転辮．　　　　　　　　　　　　賦編　　　‘　　　と　　　　　　　’　　、

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　な　　・　膿　　　　餐　　　　　　　　　。

一。瓢＿藤＿湿賎，：蟻揺鴛　L・　　　　　，　　　，　．泌蘇　　　　　扁

（写真9）　アスール願粒，粗面小胞体にAcPase　　　　　（写真10）　同左細胞，×29，000

　陽性，ControL前骨髄球，　x　18，400

　甑贈　　　　殿輪。麟　　　濾　　1　　　∫
　　　r籍，．　隔嚢轄驚輻　覇　　L－．　～．　．＿、』」
（写真11）高電子密度穎粒，低電子密度特殊顎　　　　（写真12）　同左細胞，×32，000

　粒，粗面小胞体，糸粒体にAcPase陽性，　Con－

　tro1，前骨髄球，×15，900
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　　　獺　羅．翻1．醸　驚．轍藤鯖騒醒、．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟

　．・・で　　　　　　　貰　　。・　遍警　　　　　　触懸　・．螺’・　　　　　懸

一響F　・・護憲轟1　＿鰭　　　鹸
．櫓懸欝．，・叢　藝難．鉱蓼r灘綻．　　顯誘輔醗鰹．　　F｛．野．　讃

（写真13）核膜腔，高電子密度穎粒，低電子密度　　　　　（写真14）　核色質結節部，高電子密度願粒，低電

　特殊穎粒，粗面小胞体，糸粒体にAcPase陽　　　　　　子密度特殊穎粒，粗面小胞体，糸粒体にAcPase

　性，Control，後骨髄球，×10，000　　　　　　　　　　陽性，　CML骨髄球，×16，800

（写真15）　核膜腔，特殊穎粒にAcPase陽性，　　　　　（写真16）　同左細胞，×48，000

　Control，分葉核球，15，000
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（写真17）　コルシー小胞，粗面小胞体にAIPase　　　　（写真18）　特殊穎粒，粗面小胞体にAIPase陽性，

陽性，Contro1，骨髄球　×32，000　　　　　　　　　　Contro1，後骨髄球，　x　48，000

（写真19）　特殊顎粒，粗面小胞体，糸粒体にA1　　　　（写真20）　核膜腔，特殊穎粒，糸粒体にAIPase

Pase陽性，　Contro1，骨髄球，×15，000　　　　　　　　陽性，　AML，骨髄球　x　41，000
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（写真21）核小体，粗面小胞体にAIPase陽性，　　　　（写真22）核膜腔にAIPase陽性，　AML　骨髄
AML骨髄球，　x　48，000　　　　　　　　　　　　　　　球，×50，000

壷　　　　　　　　　　　轟　　　一，

　　　　　　　　　　き　．　　　塾

　　　　　・ン躍　ぺ　》　　・・

轡墾梅幽・鐘3

講写険織罐藩
ヨ　　ミひ　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　な

　　、　㍉　　　　　　　　舞　　一’．騨．

嘱難　筆　　　11轟・
記　　　嵐　　　　　妊　　　　　　．羅

　　　　　・　！3　　　篶顔　．　璽　。．．
　　　　　　　　　・　審’　・　・　　　猿
　　、蟻・　欝・　縄謎　　，
　　　　　騨　　　　　・・　　　　　蕊　一
　　　　零　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　死

”　螺　　　　　’　　　重　　　　蘇・

嚇璽・?�E’一・　葦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墾鰻凝．轟　畿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験　　　　　　　　噂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　遡　　　露．麟　　誌：…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭－’

（写真23）特殊穎粒にAIPase陽性，糸粒体，　　　　　（写真24）特殊穎粒にAlPase陽性・CnotroL
　粗面小胞体にも陽性，Control，分葉核球，　　　　　　分葉核球，×62，000

　x60，000


